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図 1 写真 1 に近い時刻に 「ひまわ り 」を用いて測定 さ
れた雲頂温度分布。
矢印は写真 1 を撮影 した方向。目盛りの単位は℃
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高さ約11kmまで観測しました （図4 ) 。
が観測地点で、 にほぼ囲まれた冷
たい雲が積乱雲群です。
観測の結果、この例では水蒸気量の
変動が高度3 km以下に限られていたこ
と、南から吹き込む風が積乱雲群を作
るのに重要であったことなどがわかっ
てきています。今後解析を進め、水蒸
気の集まり方と積乱雲群の発生との関
係を明らかにしていきたいと考えてい
ます。
（問い合わせ先：先端解析技術研究部
中井 専人）
